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浅
井
長
政
像
と
南
部
晋
氏
の
事
績

北

村

圭

弘

は
じ
め
に

近
江
小
谷
城
主
・
浅
井
長
政
を
像
主
と
す
る
肖
像
画
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
県
立
琵

琶
湖
文
化
館
『
研
究
紀
要

第
三
八
号
』
に
お
い
て
「
浅
井
長
政
像
の
成
立
と
展
開
」

と
題
し
て
一
応
の
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
（
以
下
、
前
稿（

一
））。

そ
の
後
、
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
『
浅
井
長
政
四
五
〇
回
忌
特
別

展

浅
井
長
政
と
菩
提
寺
養
源
院
』
と
題
さ
れ
た
展
覧
会
（
会
期
：
令
和
四
年
七
月

十
六
日
〜
九
月
五
日
）
が
開
催
さ
れ
、
同
展
図
録
に
お
い
て
Ｂ
７
像
（
財
団
法
人
下

之
郷
共
済
会
本
）
の
裏
面
に
あ
る
南
部
晋
氏
自
筆
の
裏
書
の
写
真
が
公
開
さ
れ

た（
二
）。

ま
た
、
し
ば
ら
く
し
て
長
浜
市
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
の
佐
々

木
悦
也
氏
の
お
導
き
よ
り
、
南
部
氏
が
制
作
し
た
二
冊
子
『
江
北
史
料
図
彙

浅
井

郡
之
壱
』（

三
）『

を
し
へ
の
み
ち
ひ
き
』（
い
ず
れ
も
芳
洲
会
蔵
、
長
浜
市
高
月
観
音
の

里
歴
史
民
俗
資
料
館
寄
託
）
に
、Ａ
９
像
（
長
浜
市
個
人
蔵
本
）（

四
）

と
Ａ
１
０
像
（
徳

勝
寺
蔵
冊
子
所
収
本
）（

五
）

に
酷
似
す
る
長
政
像
（
Ａ
１
１
・
１
２
像
）
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
同
氏
の
ご
厚
意
を
得
て
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
長
政
像
の
全
貌
を
理
解
す
る
た
め
に
、
Ｂ
７

像
の
裏
書
を
中
心
と
し
て
長
政
像
に
ま
つ
わ
る
南
部
氏
の
事
績
を
辿
っ
て
み
た
い
。

南
部
氏
は
一
時
的
に
せ
よ
Ａ
１
像
や
Ａ
ａ
像
、
Ｂ
７
像
を
自
ら
所
蔵
し
た
ほ
か
、
数

多
く
の
長
政
像
を
実
見
し
て
盛
ん
に
模
写
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
た
め
で
あ
る（
Ａ
５
・

９
〜
１
２
像
、
Ｂ
６
像
、
京
都
国
立
博
物
館
本
な
ど
）（

六
）。

一
、
Ｂ
７
像
の
裏
書

【
史
料
１
の
構
成
】
Ｂ
７
像
の
裏
書
（
史
料
１
）
は
大
き
く
右
文
（
向
か
っ
て
右
側

の
文
①
〜
⑤
）
と
左
文
（
向
か
っ
て
左
側
の
文
⑥
〜
⑧
）
に
わ
か
れ
る
。
右
文
は
全

体
の
約
八
割
を
占
め
、
長
政
像
の
所
蔵
先
を
二
分
し
て
列
記
し
、
最
後
に
Ｂ
７
像
の

模
写
関
係
に
つ
い
て
考
証
す
る
。
右
文
の
左
下
側
に
あ
る
朱
文
長
方
印「
南
部
家
蔵
」

の
押
印
は
、
右
文
の
内
容
か
ら
見
て
こ
れ
に
属
し
、
そ
の
押
印
位
置
か
ら
見
る
と
、

裏
書
は
い
っ
た
ん
こ
こ
で
記
し
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

左
文
は
全
体
の
約
二
割
を
占
め
る
。
上
下
三
段
に
わ
か
れ
、
上
段
で
は
臨
時
全
国

宝
物
取
調
局
の
調
査
で
登
録
さ
れ
た
長
政
像
に
つ
い
て
記
し
、
中
段
で
は
そ
の
模
本

の
所
蔵
先
を
、
下
段
で
は
そ
れ
を
掲
載
承
認
し
た
書
籍
を
列
記
す
る
。
左
文
は
上
述

の
「
南
部
家
蔵
」
の
押
印
を
避
け
る
の
で
、右
文
の
余
白
に
追
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。

【
史
料
１
の
筆
者
】
Ｂ
７
像
裏
書
の
筆
者
に
つ
い
て
は
右
文
⑤
の
最
後
に
「
江
北
速

水

旭
山
謹
識
」
の
署
名
が
あ
る
。
上
述
の
図
録
『
浅
井
長
政
と
菩
提
寺
養
源
院
』

の
解
説（

七
）

で
は
こ
の
旭
山
を
「
江
戸
時
代
の
呉
服
商
で
書
画
に
通
じ
た
門
地
旭
山

（
生
没
年
不
詳
）」
と
す
る
が
、
旭
山
の
署
名
に
か
け
て
朱
文
方
印
「
南
部
晋
印
」
の

捺
印
が
あ
る
。
南
部
氏
は
「
旭
山
」
を
号
と
し（

八
）、「

江
北
速
水
」
は
南
部
氏
の
住

地
で
あ
る
速
水
村
大
字
青
名
を
指
す
と
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
旭
山
は
南
部
氏
そ
の

人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

九
）。

も
と
り
よ
り
裏
書
の
全
文
が
南
部
氏
の
特
徴
の
あ

る
筆
跡
な
の
で
、
こ
の
裏
書
の
全
体
が
南
部
氏
の
自
筆
文
と
考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
１
の
年
代
】
南
部
氏
は
嘉
永
五
年
二
月
十
二
日
に
生
ま
れ
、
大
正
三
年
三
月
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二
〇
日
に
没
し
て
い
る
（
一
八
五
二
〜
一
九
一
四
）（

十
）。

こ
の
裏
書
は
こ
の
年
代
内

に
収
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
も
う
少
し
年
代
を
絞
る
手
が
か
り
が
あ
る
。

ま
ず
、
右
文
に
つ
い
て
は
次
が
参
考
に
な
る
。
そ
れ
は
右
文
②
「
江
北
に
て
浅
井

殿
の
遺
像
を
所
蔵
す
る
は
」
と
し
て
記
さ
れ
た
右
文
③
「
浅
井
郡
丁
野
村
脇
坂
若
狭
」

で
あ
り
、
南
部
氏
が
Ｂ
７
像
の
入
手
経
緯
と
し
て
示
す
右
文
⑤
「
脇
坂
氏
よ
り
沽
却

し
た
る
を
柳
埜
村
の
雨
森
官
蔵
よ
り
購
ひ
得
た
り
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
脇
坂
若

狭
家
は
幕
末
頃
に
零
落
し
て
丁
野
村
を
離
れ
た
と
さ
れ
る
か
ら（

十
一
）、

右
文
は
明
治

時
代
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る（

十
二
）。

一
方
、
左
文
に
つ
い
て
は
左
文
⑧
が
年
代
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
。「
百
科
辞

書

東
京

三
省
堂
」（

十
三
）

と
「
国
史
辞
典

東
京

弘
文
館
」（

十
四
）

が
そ
れ
で
、

左
文
中
の
最
新
年
代
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
書
の
発
行
年
は
い
ず
れ
も
明

治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
Ｂ
７
像
の
裏
書
は
明
治
時
代
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
右
文
を
書
き

終
わ
っ
た
後
、
一
定
の
期
間
を
お
い
た
明
治
四
一
年
以
降
、
南
部
氏
が
没
し
た
大
正

三
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
左
文
を
追
記
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
裏
書
の
右
文

【
史
料
１
右
文
①
】
右
文
①
は
、
Ｂ
７
像
（「
此
浅
井
贈
正
二
位
の
君
か
遺
像
」）
に

つ
い
て
「
吾
家
に
古
よ
り
秘
蔵
す
る
処
の
伝
に
、
土
佐
光
吉
の
筆
と
称
す
る
御
像
」

と
し
、
自
ら
の
家
伝
像
の
模
写
と
す
る
。

【
史
料
１
右
文
②
③
】
そ
の
う
え
で
、右
文
②
に
て
近
江
北
郡
に
お
け
る
長
政
像
（「
江

北
に
て
浅
井
殿
の
遺
像
」）
の
所
蔵
先
を
列
記
す
る
と
し
て
、
右
文
③
に
示
す
。
Ａ

２
像
（
福
田
寺
本（

十
五
））、

Ａ
７
像
（
理
覚
院
本（

十
六
））

が
そ
れ
で
あ
り
、
Ａ
７
像
に

は
「
寺
僧
は
誤
伝
し
て
井
口
弾
正
の
像
と
云
」
と
注
記
す
る
。
つ
い
で
、
河
毛
内
匠

蔵
本
と
弓
削
市
右
衛
門
蔵
本
、
脇
坂
若
狭
蔵
本
を
挙
げ
、
脇
坂
若
狭
蔵
本
に
「
伝
に

狩
野
山
楽
の
筆
と
云
へ
る
は
誤
伝
な
り
」
と
注
記
し
、
つ
づ
け
て
こ
れ
は
家
伝
像
か

ら
の
模
写
で
あ
っ
て
（「
吾
家
所
蔵
の
御
像
よ
り
写
せ
し
も
の
に
て
」）、「
画
工
も
玅

手
（
妙
手
）
に
は
あ
ら
す
」
と
注
記
す
る
。

【
史
料
１
右
文
④
】
右
文
②
に
て
近
江
北
郡
に
お
け
る
長
政
像
（「
江
北
に
て
浅
井
殿

の
遺
像
」）
の
所
蔵
先
を
列
記
す
る
と
書
き
な
が
ら
、
右
文
③
と
の
間
に
空
白
を
つ

く
り
、
右
文
④
に
滋
賀
県
外
（
近
江
国
外
）
の
長
政
像
の
所
蔵
先
を
列
記
す
る
。
Ｂ

５
像
（
養
源
院
本（

十
七
））、Ｂ

１
像
（
持
明
院
本（

十
八
））、赤

尾
豊
蔵
本
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
右
文
④
は
右
文
の
な
か
で
は
追
記
に
あ
た
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

【
所
在
不
明
本
】
河
毛
内
匠
蔵
本
、弓
削
市
右
衛
門
蔵
本（

十
九
）、赤

尾
豊
蔵
本
は
現
在
、

所
在
不
明
で
像
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
蔵
者
の
名
字
か

ら
見
て
、
い
ず
れ
も
浅
井
氏
配
下
の
国
人
、
土
豪
の
系
譜
を
引
く
家
に
伝
わ
っ
た
長

政
像
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
Ａ
系
列
像
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
推
察
す
る
と
、
脇
坂
若
狭
蔵
本
に
つ
い
て
も
、
い
っ
た
ん
は

Ａ
８
像（

二
〇
）

を
指
す
可
能
性
を
検
討
し
て
よ
い
が
、
こ
の
注
記
の
続
き
に
あ
る
右
文

⑤
を
読
み
込
む
と
、
こ
れ
は
Ｂ
ａ
像
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
事
実
と
し
て
Ｂ
６

像（
二
一
）

に
見
る
Ｂ
ａ
像
の
像
容
は
折
烏
帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
Ａ
９
・

１
０
像
と
極
め
て
よ
く
似
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
脇
坂
若
狭
蔵
本
は
Ｂ
ａ
像
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
。

【
史
料
１
右
文
⑤
】
右
文
⑤
は
脇
坂
若
狭
蔵
本
の
注
記
に
つ
づ
く
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
「
こ
の
幅
は
若
狭
所
蔵
の
図
を
…
」
と
書
き
出
す
こ
と
か
ら
、
脇
坂
若
狭
蔵

本
に
つ
い
て
の
注
記
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
こ
の
幅
」
の

「
こ
の
」
と
は
右
文
①
の
「
此
浅
井
贈
正
二
位
の
君
か
遺
像
」
の
「
此
」
と
同
じ
と

み
ら
れ
、「
こ
の
幅
」
は
Ｂ
７
像
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
裏
書
の
主
題
は
Ｂ

７
像
に
つ
い
て
で
あ
る
の
で
、
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
Ｂ
７
像

（「
こ
の
幅
」）
は
、「
若
狭
所
蔵
の
図
を
大
光
寺
村
専
正
寺
の
僧
吐
鳳
と
云
う
画
工
の

模
写
せ
し
処
」
と
い
う
か
ら
、
上
述
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
見
て
も
「
若
狭
所
蔵
の

図
」
は
Ｂ
ａ
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像
の
孫
写

と
も
い
ふ
へ
き
移
写
也
け
り
」
と
い
う
か
ら
、こ
れ
は
右
文
①
に
あ
る
Ｂ
７
像
（「
此
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浅
井
贈
正
二
位
の
君
か
遺
像
」）
の
説
明
「
吾
家
に
古
よ
り
秘
蔵
す
る
処
の
伝
に
、

土
佐
光
吉
の
筆
と
称
す
る
御
像
」、
つ
ま
り
家
伝
像
を
「
原
と
し
て
、
移
し
画
け
る

も
の
な
り
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
Ｂ
７
像
は
こ
う
し
て
「
脇
坂
氏

よ
り
沽
却
し
た
る
を
柳
埜
村
の
雨
森
官
蔵
よ
り
購
ひ
得
た
り
」と
い
う
経
緯
を
辿
り
、

裏
書
左
下
の
朱
文
長
方
印
が
示
す
如
く
「
南
部
家
蔵
」
に
な
っ
た
と
い
う
。

【
右
文
の
眼
目
】
裏
書
の
右
文
③
に
お
い
て
、
南
部
氏
は
事
実
を
列
記
し
、
ま
ず
Ａ

７
像
は
長
政
像
で
あ
っ
て
井
口
弾
正
像
と
す
る
こ
と
は
寺
僧
の
誤
伝
で
あ
る
と
の
見

解
を
示
す
。
つ
い
で
右
文
⑤
に
お
い
て
、
家
伝
像
は
南
部
家
が
古
く
よ
り
秘
蔵
し
、

家
伝
で
は
土
佐
光
吉
の
筆
で
あ
る
こ
と
、
Ｂ
ａ
像
が
狩
野
山
楽
の
筆（

二
二
）

と
い
う
の

は
誤
伝
で
、
妙
手
で
は
な
い
画
工
が
家
伝
像
を
模
写
し
た
こ
と
、
Ｂ
７
像
は
大
光
寺

村
専
正
寺
（
長
浜
市
湖
北
町
大
光
寺
専
照
寺
）
の
僧
吐
鳳
が
Ｂ
ａ
像
を
模
写
し
た
と

し
、「
家
伝
像
→
Ｂ
ａ
像
→
Ｂ
７
像
」
と
い
う
模
写
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。

右
文
に
つ
い
て
、
こ
う
し
て
綿
密
に
読
み
込
む
と
、
右
文
の
表
立
っ
た
主
題
は
Ｂ

７
像
で
あ
る
と
し
て
も
、
実
の
主
題
は
家
伝
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
右
文
の
眼

目
は
家
伝
像
の
価
値
の
高
さ
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像

【
家
伝
像
の
像
容
】
Ｂ
７
像
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
家
伝
像
は
「
吾
家
に
古
よ
り
秘
蔵

す
る
処
の
伝
に
、
土
佐
光
吉
の
筆
と
称
す
る
御
像
」「
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像
」
で
あ

り
、「
家
伝
像
→
Ｂ
ａ
像
→
Ｂ
７
像
」
と
い
う
模
写
関
係
の
元
本
と
、
南
部
氏
が
主

張
す
る
長
政
像
で
あ
る
。
家
伝
像
は
裏
書
に
文
字
と
し
て
見
え
る
の
み
で
図
示
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
模
写
関
係
を
い
っ
た
ん
認
め
て
Ｂ
ａ
像
を
Ｂ
７
像

の
元
本
と
み
れ
ば
、
家
伝
像
は
Ａ
９
・
１
０
像
と
よ
く
似
た
像
容
と
推
定
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
Ａ
１
１
像
（
江
北
史
料
図
彙
所
収
本
）
と
Ａ
１
２
像
（
を
し
へ
の
み
ち

ひ
き
所
収
本
）
の
像
容
も
家
伝
像
の
そ
れ
と
極
め
て
よ
く
似
る
は
ず
で
あ
る
。

【
Ａ
１
１
・
１
２
像
の
伝
来
】
Ａ
１
１
像
は
南
部
氏
が
制
作
し
た
冊
子
『
江
北
史
料
図

彙

浅
井
郡
之
壱
』
所
収
本
、
Ａ
１
２
像
も
南
部
氏
が
制
作
し
た
冊
子
『
を
し
へ
の

み
ち
ひ
き
』
所
収
本
で
あ
る
。
両
冊
子
は
長
浜
市
高
月
町
雨
森
の
芳
洲
会
の
所
蔵
で

あ
る
。
南
部
氏
が
明
治
十
九
年
四
月
十
二
日
か
ら
お
そ
ら
く
は
病
没
す
る
大
正
三
年

ま
で
の
間
、
同
地
所
在
の
天
川
命
神
社
の
社
掌
（
神
職
）
を
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら

（
二
三
）、

同
地
の
芳
洲
会
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
Ａ
１
１
像
の
年
代
】
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
て
公
開
さ
れ
る
『
江
北
史
料
図
彙

浅
井
郡
之
壱
』
の
謄
写
本
に
は
、「
右
江

北
史
料
図
彙

近
江
国
滋
賀
郡
浅
井
郡
速
水
村
南
部
晋
蔵
本
明
治
三
十
七
年
五
月
謄

写
」
と
あ
る（

二
四
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ａ
１
１
像
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
以

前
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
像
容
の
比
較
】
Ａ
１
１
・
１
２
像
は
Ａ
９
・
１
０
像
と
極
め
て
よ
く
似
る
。
し
か
し
、

両
者
を
見
較
べ
る
と
、
い
く
つ
か
の
相
違
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
装
束
で
あ
る
。
後
者

は
装
束
の
全
面
に
亀
甲
紋
繋
ぎ
を
描
く
も
の
の
、
前
者
は
こ
れ
を
描
か
な
い
。
そ
の

一
方
、
肩
部
等
の
要
所
に
配
置
す
る
浅
井
氏
家
紋
（
三
盛
亀
甲
花
菱
）
の
う
ち
、
前

者
は
Ａ
９
像
に
は
な
い
家
紋
を
左
胸
元
（
向
か
っ
て
右
側
の
胸
元
）
に
描
く
。
ま
た
、

Ａ
１
２
像
の
下
着
に
描
く
唐
草
紋
は
Ａ
９
・
１
０
像
に
は
な
く
、
Ａ
１
像
や
Ａ
８
像

な
ど
に
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
細
部
に
注
目
す
る
と
、
耳
の
形
、
襟
や
掛
絡
袈
裟
の
さ

げ
紐
、
数
珠
や
脇
差
の
配
色
（
着
色
）
な
ど
が
相
互
に
異
な
る
。

【
Ａ
９
～
１
２
像
の
変
遷
】
そ
こ
で
Ａ
９
〜
１
２
像
に
あ
る
注
記
を
比
較
す
る
と
、

ま
ず
像
主
名
と
し
て
Ａ
９
像
に
「
浅
井
長
政
朝
臣
肖
像
」、
Ａ
１
０
像
に
「
贈
正
二

位
大
納
言
藤
原
長
政
卿
肖
像
」、
Ａ
１
１
・
１
２
像
に
「
贈
正
二
位
中
納
言
藤
原
長
政

卿
遺
像
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、Ａ
９
像
は
素
朴
に
名
字
（「
浅
井
」）
と
実
名
（「
長
政
」）

に
朝
臣
を
付
す
の
み
だ
が
、
Ａ
１
０
〜
１
２
像
で
は
位
階
（「
贈
正
二
位
」）
に
官
職

名
（「
大
納
言
」「
中
納
言
」）、
そ
し
て
姓
（「
藤
原
」）
と
実
名
（「
長
政
」）
に
「
卿
」

を
付
す
表
記
に
か
わ
る
。
さ
ら
に
Ａ
１
０
像
で
「
大
納
言
」
と
し
た
誤
り
に
気
付
い

た
ら
し
く
、
Ａ
１
１
・
１
２
像
で
は
「
中
納
言
」
と
修
正
し
、
Ａ
１
１
像
に
は
「
養
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源
院
殿
真
影
之
賛
辞
」
と
し
て
Ａ
１
像
と
同
文
の
賛
ま
で
付
し
て
い
る（

二
五
）。

以
上
よ
り
、
Ａ
９
〜
１
２
像
は
大
き
く
「
Ａ
９
像
→
１
０
像
→
Ａ
１
１
・
１
２
像
」

と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
模
写
の
経
緯
】
Ａ
９
像
に
は
「
稽
古
写
」
と
あ
り
、「
源
晋
謹
模
写
」
と
署
名
し
、

朱
文
方
印
「
源
綱
苗
裔
」（

二
六
）「

南
部
晋
印
」
を
捺
印
し
て
、
南
部
氏
が
「
稽
古
写
」

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、Ａ
１
０
像
に
は
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」「
源
晋
」

と
あ
る
。
作
者
は
南
部
氏
（「
源
晋
」）
で
あ
り
、「
稽
旧
史
謹
図
焉
」
を
「
旧
史
を

稽
（
か
ん
が
）
へ
謹
ん
で
図
す
」
と
訓
じ
れ
ば
、
南
部
氏
は
諸
本
（
旧
史
）
を
校
合

（
稽
）し
て
Ａ
１
０
図
を
描
い
た
と
理
解
で
き
る
。前
稿
で
は
こ
の
こ
と
を
評
し
て「
現

代
的
な
感
覚
で
は
特
異
な
形
で
は
あ
る
も
の
の
、
一
種
の
研
究
資
料
と
見
な
す
こ
と

も
で
き
る
」
と
し
、
そ
の
存
在
を
Ａ
ｂ
像
と
し
て
想
定
し
た（

二
七
）。

と
こ
ろ
が
Ａ
１
１
・
１
２
像
に
は
「
家
伝
土
佐
光
吉
筆
」
の
注
記
が
あ
る
。
加
え

て
Ａ
１
１
像
に
は
「
原
像

世
伝

木
村
某
筆

家
蔵
」
と
も
注
記
さ
れ
る
。「
木

村
某
」
と
は
浅
井
氏
配
下
の
土
豪
木
村
永
光
の
子
光
頼
、
す
な
わ
ち
狩
野
山
楽（

二
八
）

を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
右
文
③
の
脇
坂
若
狭
蔵
本
の
注
記
に
「
伝
に
狩
野
山
楽

の
筆
と
云
へ
る
は
誤
伝
な
り
」
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る（

二
九
）。

【
Ａ
ｂ
像
の
創
出
】
Ａ
１
１
・
１
２
像
は
自
作
の
冊
子
に
含
ま
れ
る
た
め
か
、
Ａ
９
・

１
０
像
の
よ
う
に
南
部
氏
が
描
い
た
こ
と
を
記
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

に
「
家
伝
土
佐
光
吉
筆
」
や
「
原
像

世
伝

木
村
某
筆

家
蔵
」
と
注
記
す
る
こ

と
に
は
大
き
な
違
和
感
が
あ
る
。
Ａ
１
０
像
で
は
「
稽
旧
史
謹
図
焉
」「
源
晋
」
と
し

て
い
た
注
記
を
Ａ
１
１
・
１
２
像
で
は
由
緒
あ
る
家
伝
に
す
り
替
え
よ
う
と
い
う
意

図
が
見
え
隠
れ
す
る
。
Ａ
ｂ
像
の
当
初
の
制
作
意
図
は
、
諸
本
を
校
合
し
て
長
政
の

真
実
の
姿
に
近
づ
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
な
Ａ
ｂ
像
は

由
緒
あ
る
家
伝
像
と
し
て
創
出
を
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
７
像
の
裏
書
に
あ
る

「
吾
家
に
古
よ
り
秘
蔵
す
る
処
の
伝
に
、
土
佐
光
吉
の
筆
と
称
す
る
御
像
」「
お
の
か

秘
蔵
の
御
画
像
」
こ
そ
こ
の
Ａ
ｂ
像
と
見
ら
れ
、
南
部
氏
は
そ
の
価
値
を
高
め
る
べ

く
働
い
た
こ
と
に
な
る
。

四
、
裏
書
の
左
文

【
史
料
１
左
文
⑥
】
Ｂ
７
像
の
裏
書
（
史
料
１
）
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
右
文
を
書
き

終
え
た
後
に
追
記
し
た
左
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
左
文
⑥
は
、
臨
時
全
国
宝
物
取

調
局
の
調
査
で
第
九
一
二
号
と
し
て
登
録
さ
れ
た
長
政
像
（
以
下
、
九
一
二
号
像
）

で
あ
り
、「
伝
土
佐
光
吉
筆
」「
賛
源
秀
和
尚
」
で
あ
る
と
い
う
。

臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
年
）
に
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
、

同
年
十
月
か
ら
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
ま
で
滋
賀
県
で
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
う
ち
、
九
一
二
号
像
に
つ
い
て
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
に
実
施
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）。
ま
た
、「
伝
土
佐
光
吉
筆
」「
賛
源
秀
和
尚
」
と
い
う

注
記
か
ら
見
る
と
九
一
二
号
像
は
Ａ
系
列
像
の
う
ち
、
Ａ
１
・
Ａ
ａ
像
の
い
ず
れ
か

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
）

【
史
料
１
左
文
⑦
】
左
文
⑦
に
は
、
九
一
二
号
像
の
模
本
（「
此
摸
本
」）
の
所
蔵
先

を
列
記
す
る
。「
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）、

「
帝
国
博
物
館
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
お
よ
び
、「
京
都
帝
室
博
物
館
」（
京
都
国
立
博

物
館
）、「
東
京
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
」、「
第
二
高
等
学
校
」（
東
北
大
学
）
で
あ
る
。

九
一
二
号
像
が
Ａ
１
・
Ａ
ａ
像
の
い
ず
れ
か
と
す
る
と
、
こ
の
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
本
は
Ａ
ａ
像
を
元
本
と
す
る
Ａ
６
像（

三
〇
）

に
該
当
す
る
。

東
京
国
立
博
物
館
本
は
Ａ
１
像
を
元
本
と
す
る
Ａ
３
像（

三
一
）

に
あ
た
る
。「
石
本

秋
園
摸
写
」
と
い
う
。
Ａ
３
像
の
制
作
者
は
こ
れ
ま
で
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が（

三
二
）、

こ
れ
に
よ
り
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
細
川
幽
斎
像
の
模
本
と
同
じ
石
本
秋
園
の
模

写（
三
三
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

京
都
国
立
博
物
館
本
に
つ
い
て
は
同
館
Ｈ
・
Ｐ
の
館
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

三
四
）

に

南
部
氏
の
寄
贈
と
あ
る
。
画
像
の
公
開
は
な
い
が
、
巻
留
書
に
は
「
浅
井
長
政
」
と

あ
り
、
画
の
上
部
に
は
「
天
英
宗
清
居
士
之
肖
像
」
の
題
と
天
正
二
年
八
月
の
源
秀

の
賛
が
写
さ
れ
、画
の
右
下
に
は
「
江
北
源
晉
謹
模
写
」
に
朱
文
方
印
「
南
部
晉
印
」

の
捺
印
が
あ
る
と
す
る
。
南
部
氏
が
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
・
Ａ
ａ
像
）
の
い
ず
れ
か
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を
自
ら
模
写
し
、「
京
都
帝
室
博
物
館
」
に
寄
贈
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、「
東
京
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
」
本
、「
第
二
高
等
学
校
」（
東
北
大
学
）
本（

三
五
）

に
つ
い
て
は
管
見
に
よ
る
限
り
現
在
、
所
在
不
明
で
あ
る
。

【
史
料
１
左
文
⑧
】
左
文
⑧
に
は
「
同
上
肖
像
挿
入
之
書
目
」、
す
な
わ
ち
「
東
京
帝

国
大
学
史
料
編
纂
掛
ノ
摸
本
ニ
付
移
写
承
認
書
籍
」
と
し
て
「
百
科
辞
書

東
京

三
省
堂
」
と
「
国
史
辞
典

東
京

弘
文
館
」
を
示
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
両
挿

図
を
見
較
べ
る
と
、
装
束
の
着
色
が
異
な
る
。
前
者
の
挿
図
（
図
１
）
の
装
束
は
黒

塗
り
で
あ
り（

三
六
）、

後
者
の
挿
図
（
図
２
）
の
装
束
は
白
抜
き
で
あ
る（

三
七
）。

前
稿
に
お
い
て
は
装
束
の
色
に
注
目
し
、
長
政
像
を
萌
黄
色
地
の
装
束
の
Ａ
５
〜

１
０
像
と
そ
う
で
な
い
Ａ
１
〜
４
像
と
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
前
者
の
元
本
を
Ａ
ａ

像
、
後
者
の
元
本
を
Ａ
１
像
と
考
え
た（

三
八
）。

こ
こ
で
両
挿
図
に
つ
い
て
、
こ
の
こ

と
を
準
用
す
る
と
、
上
述
の
図
１
は
Ａ
１
像
の
模
本
に
基
づ
く
挿
図
、
図
２
は
Ａ
ａ

像
の
模
本
に
基
づ
く
挿
図
と
推
定
で
き
る
。

左
文
⑧
は
図
１
、２
と
も
に
「
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
ノ
模
本
」
と
す
る
も

の
の
現
在
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
萌
黄
色
地
の
装
束
の
Ａ
６
像
を
公
開
す
る
の

み
で
あ
る（

三
九
）。

し
た
が
っ
て
、
図
２
は
Ａ
６
像
に
基
づ
く
挿
図
と
し
て
も
、
図
１

が
基
づ
く
模
本
は
、あ
る
い
は
「
帝
国
博
物
館
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
の
Ａ
３
像（

四
〇
）

を
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
左
文
⑦
で
は
Ａ
３
像
も
Ａ
６
像
も
同
じ
く
九
一
二
号
像
の
模
本

と
す
る
。
Ａ
系
列
像
の
原
本
は
Ａ
１
像
で
あ
る
か
ら
、
九
一
二
号
像
を
Ａ
１
像
と
す

れ
ば
、
こ
の
こ
と
に
誤
り
は
な
い
も
の
の
、
そ
う
し
た
場
合
、
Ａ
ａ
像
の
実
在
に
疑

義
が
生
じ
る
。
念
の
た
め
Ａ
ａ
像
の
実
在
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

【
Ａ
ａ
像
の
実
在
】
Ａ
ａ
像
の
存
在
は
こ
れ
を
直
接
模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
Ａ
５

像
か
ら
の
想
定
で
あ
る
。
Ａ
５
像
は
南
部
氏
が
慶
長
十
六
年
七
月
一
日
付
け
徳
勝
寺

楊
厳
文
洲
願
書
の
写
し
に
参
考
資
料
と
し
て
添
付
す
る
目
的
で
冊
子
に
部
分
模
写

し
、そ
の
標
題
に
「
長
浜
徳
勝
寺
所
蔵
天
正
二
年
所
写
之
画
像
」
と
注
記
し
た（

四
一
）。

一
方
、
同
目
的
で
模
写
し
た
同
冊
子
所
収
の
Ａ
１
０
像
と
Ｂ
６
像
の
注
記
を
み
る

と（
四
二
）、

Ａ
１
０
像
は
「
贈
正
二
位
大
納
言
藤
原
長
政
卿
肖
像
」、
Ｂ
６
像
は
「
浅

井
郡
丁
野
村
脇
阪
大
祐
所
蔵
」
と
あ
る
。
こ
の
二
像
も
南
部
氏
が
模
写
し
た
画
像
に

違
い
な
い
が
、「
写
」
と
は
注
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
Ａ
５
像
の
注
記
は

わ
ざ
わ
ざ
「
天
正
二
年
所
写
之
画
像
」
と
書
き
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
Ａ
１
像
を
模

写
し
た
Ａ
ａ
像
の
実
在
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
第
九
一
二
号
登
録
長
政
像

【
明
治
二
六
年
の
調
査
】
左
文
⑥
に
見
え
る
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
は
明
治

二
六
年
六
月
の
実
施
で
あ
る
。
滋
賀
県
行
政
文
書
『
社
寺
宝
物
目
録
』（
内
務
部
第
三

課（
四
三
））

の
表
紙
に
「
明
治
廿
六
年
青
山
鑑
査
掛
来
県
ノ
節
鑑
査
シ
タ
ル
分
」
と
の

朱
書
き
が
あ
り
、
そ
の
各
頁
上
に
赤
鉛
筆
に
て
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
。
九
一
二
号

像
は
左
上
に
「
九
二
」
と
書
き
込
ま
れ
た
頁
の
最
初
に
あ
る
物
件
名
「
浅
井
長
政
肖

像
」
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
、
調
査
項
目
に
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う
に
注
記
す
る
。

（
上
欄
外
に
「
三
十
六
」
と
あ
り
）

物
件
名
「
浅
井
長
政
肖
像
」

伝
来
「
天
正
二
年
ノ
古
画
」「
僧
源
秀
賛
」

図１　『日本百科辞典』挿図

図２　『国史大辞典』挿図
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物
質
「
絹
本
」

寸
尺
「
竪
五
尺
三
寸
五
分
」「
横
壱
尺
七
寸
壱
分
」

員
数
「
一
副
」

所
有
人
「
東
浅
井
郡
速
水
村
大
字
青
名
」「
南
部
甚
輔
」

【
九
一
二
号
像
の
特
定
】「
伝
土
佐
光
吉
筆
」「
賛
源
秀
和
尚
」
と
い
う
注
記
か
ら
見
る

と
、
九
一
二
号
像
は
Ａ
１
・
Ａ
ａ
像
の
い
ず
れ
か
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う

え
で
物
質
「
絹
本
」
を
手
掛
か
り
と
す
る
と
、
Ａ
１
像
は
絹
本
で
あ
る
。
加
え
て
寸

尺
を
み
る
と
「
竪
五
尺
三
寸
五
分
」
は
一
六
二
・
一
㎝
、「
横
壱
尺
七
寸
壱
分
」
は

五
一
・
八
㎝
で
あ
り
、
Ａ
１
像
の
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
の
修
理
前
の
表
具
法

量
の
計
測
値
で
あ
る
縦
長
一
六
二
㎝
、
横
幅
五
二
㎝
と
一
致
す
る（

四
四
）。

そ
こ
で
明
治
二
六
年
六
月
調
査
時
の
九
一
二
号
像
の
所
蔵
者
を
み
る
と
、「
東
浅

井
郡
速
水
村
大
字
青
名
」「
南
部
甚
輔
」
と
あ
る
。
Ａ
３
像
の
制
作
時
、
そ
の
元
本
で

あ
る
Ａ
１
像
の
所
蔵
者
の
記
録
は
な
い
も
の
の
、昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
「
速

水
村
青
名
」
の
「
南
部
文
庫
蔵
」
で
あ
っ
た（

四
五
）。

一
方
の
Ａ
ａ
像
は
現
在
、
所
在
不
明
で
あ
り
、
表
具
法
量
や
絹
本
で
あ
る
か
ど
う

か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
Ａ
６
像
の
制
作
時
、
元
本
で
あ
る
Ａ
ａ
像
の
所
蔵
者

は
南
部
晋
氏
で
あ
っ
た（

四
六
）。

現
在
、
Ａ
ａ
像
が
所
在
不
明
で
あ
る
以
上
、
さ
す
が

に
断
定
は
し
が
た
い
が
、
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
を
経
て
「
第
九
一
二
号
」

と
い
う
登
録
番
号
が
振
ら
れ
る
長
政
像
は
Ａ
１
像
を
お
い
て
他
に
は
考
え
に
く
い
。

【
九
一
二
号
像
の
継
承
】
明
治
二
六
年
の
調
査
目
録
に
あ
る
東
浅
井
郡
速
水
村
大
字

青
名
の
項
に
お
い
て
は
、「
南
部
晋
」
に
先
立
っ
て
「
南
部
甚
輔
」
の
所
蔵
品
が
書

き
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
質
量
と
も
に
南
部
晋
氏
（
以
下
、
晋
氏
）
の
そ
れ
を
圧
倒

す
る
。『
南
部
家
譜
』
所
収
系
図
に
よ
る
と
、
晋
氏
の
父
は
甚
輔
で
あ
り
、
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
四
月
二
五
日
に
七
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る（

四
七
）。

明
治
二
六
年

は
こ
の
系
図
上
の
父
甚
輔
の
没
後
四
七
年
で
あ
る
か
ら
、
明
治
二
六
年
調
査
時
の
甚

輔
は
、
そ
れ
を
後
継
し
た
晋
氏
の
兄
弟
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
南
部
家
譜
』

所
収
系
図
に
は
晋
氏
の
兄
弟
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
明
治
二
六
年
調
査
時
の
甚
輔

が
晋
氏
の
父
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
所
蔵
名
義
の
み
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
明

治
二
六
年
調
査
当
時
の
甚
輔
は
、
晋
氏
の
父
を
指
す
の
か
兄
弟
を
指
す
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
晋
氏
の
近
親
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
推
察
す
る
と
、
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
像
）
は
明
治
二
六
年
調
査
時
の
所

蔵
者
で
あ
る
「
南
部
甚
輔
」
か
ら
晋
氏
に
継
承
（
相
続
）
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
左
文
の
眼
目
】
左
文
の
主
題
は
、
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
を
経
て
「
第

九
一
二
号
」
と
い
う
登
録
番
号
が
振
ら
れ
た
長
政
像
（
Ａ
１
像
）
で
あ
る
。
そ
し
て

続
く
左
文
⑦
に
は
模
本
（「
此
摸
本
」）
の
所
蔵
先
と
し
て
錚
々
た
る
研
究
機
関
等
を

列
記
し
、
左
文
⑧
に
は
こ
の
模
本
に
基
づ
く
挿
図
の
掲
載
を
、
権
威
あ
る
書
籍
に
対

し
て
承
認
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
南
部
晋
氏
の
左
文
追
記
の
眼
目
は
九
一
二
号

像
（
Ａ
１
像
）
の
価
値
の
高
さ
を
主
張
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

【
裏
書
の
制
作
動
機
】
Ｂ
７
像
の
裏
書
で
あ
る
史
料
１
右
文
（
向
か
っ
て
右
側
の
文

①
〜
⑤
）
に
お
け
る
南
部
晋
氏
の
眼
目
は
、
実
は
「
吾
家
に
古
よ
り
秘
蔵
す
る
処
の

伝
に
、
土
佐
光
吉
の
筆
と
称
す
る
御
像
」「
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像
」
の
価
値
を
高
め

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
家
伝
像
は
Ａ
９
〜
１
２
像
か
ら
推
定
さ
れ
る
Ａ

ｂ
像
で
あ
り
、
南
部
氏
が
創
出
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。

他
方
、右
文
③
に
は
近
江
北
郡
に
お
け
る
長
政
像
（「
江
北
に
て
浅
井
殿
の
遺
像
」）

の
所
蔵
先
を
列
記
し
な
が
ら
、
南
部
甚
輔
所
蔵
の
長
政
像
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ

て
い
な
い
。
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
が
明
治
二
六
年
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
自
身
の
近
親
で
あ
る
甚
輔
所
蔵
の
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
像
）
の
存
在
に

つ
い
て
、
南
部
氏
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
こ
こ
に
こ
そ
左
文
（
向
か
っ
て
左
側

の
文
⑥
〜
⑧
）
を
追
記
し
た
動
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
左
文
は
一
転
し
て
、
右
文
で
は
全
く
触
れ
な
い
九
一
二
号
像
（
Ａ
１



－ 7 －

像
）
に
つ
い
て
追
記
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
裏
書
の
全
文
を
綿
密
に
読
み
込
ん
で
考

証
し
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
追
記
に
違
和
感
を
抱
く
こ
と
は
な
い
。
い
く
つ
も
あ
る
長

政
像
を
文
字
と
し
て
表
現
す
る
の
み
で
、
こ
れ
を
図
示
す
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、

事
実
を
追
っ
て
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
一
読
す
る
だ
け
で
は
、
九
一
二

号
像
（
Ａ
１
像
）
と
右
文
の
「
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像
」（
Ａ
ｂ
像
）
と
が
同
一
の
長

政
像
か
と
思
い
込
ん
で
し
ま
い
か
ね
な
い
。
右
文
③
④
に
お
け
る
各
所
の
長
政
像
の

所
蔵
先
の
列
記
は
、
南
部
氏
の
意
図
す
る
文
脈
に
お
い
て
直
接
的
な
意
味
は
持
た
な

い
が
、
少
な
く
と
も
長
政
像
を
集
成
し
た
う
え
で
客
観
的
な
考
証
を
行
お
う
と
し
て

い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
か
ら
、
裏
書
全
体
の
信
憑
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
、

右
文
と
左
文
の
あ
い
だ
の
違
和
感
を
打
ち
消
す
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
文
に
お
い
て
「
お
の
か
秘
蔵
の
御
画
像
」（
Ａ
ｂ
像
）
の
価
値
が
高
い
こ
と
を
主

張
し
な
が
ら
、
左
文
を
追
記
し
、
そ
れ
と
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
像
）
と
の
す
り
替
え

を
図
る
か
の
よ
う
な
追
記
を
お
こ
な
っ
た
動
機
は
、
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
像
）
が
南

部
晋
氏
自
身
の
所
蔵
に
な
っ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

【
南
部
晋
氏
の
系
譜
と
長
政
像
】『
東
浅
井
郡
志
』巻
三
は
南
部
晋
氏
の「
父
名
は
甚
輔
」

と
し
、「
生
ま
れ
て
三
歳
、
父
に
負
は
れ
、
初
め
て
伊
豆
神
社
に
詣
づ
。
路
傍
の
道

標
を
見
て
、
竹
生
島
道
と
読
む
。
父
大
い
に
驚
き
、
家
に
帰
り
て
後
、
百
人
一
首
を

示
せ
し
に
、
又
能
く
之
を
読
下
し
た
り
」
と
記
し
て
い
る（

四
八
）。

と
こ
ろ
が
『
南
部

家
譜
』
所
収
系
図
に
よ
る
と
、
晋
氏
の
父
甚
輔
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
七
三

歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る（

四
九
）。

晋
氏
は
嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、

系
図
上
の
父
甚
輔
の
没
後
、
約
七
年
後
に
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

同
様
に
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
で
は
晋
氏
の
「
母
名
は
吟
子
。
山
科
毘
沙
門
堂
宮

家
司
士
関
氏
の
女
な
り
」
と
す
る
が（

五
〇
）、『

南
部
家
譜
』
所
収
系
図
に
は
「
母
柳

野
弓
削
氏
女
」
と
あ
る（

五
一
）。

南
部
晋
氏
の
複
雑
な
心
理
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
な
Ｂ
１
像
の
裏
書
と
そ
の
制
作

動
機
は
、
南
部
晋
氏
の
こ
う
し
た
系
譜
と
深
く
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料
さ

れ
る（

五
二
）。

【
史
料
２
】
大
阪
城
天
守
閣
本
（
Ｂ
８
像
）
賛

（『
テ
―
マ
展

武
将
た
ち
の
風
貌
』
大
阪
城
天
守
閣
、
二
九
頁
写
真
よ
り
）

浅
井
新
九
郎
長
政
ハ
近
江
小
谷
ノ
城
主
ナ
リ
。
父
久
政
ノ
時
、
浅
井
氏
武
威
衰
ヘ

テ
六
角
氏
ニ
属
ス
。
長
政
夙
ニ
将
帥
ノ
器
量
ア
リ
。
十
六
歳
ノ
時
擁
立
セ
ラ
レ
テ
父

ニ
代
リ
六
角
齋
藤
等
ノ
兵
ヲ
破
リ
テ
武
威
近
国
ニ
振
フ
。
後
織
田
信
長
ノ
兵
勢
盛
ナ

ル
ヲ
見
テ
之
ト
和
シ
其
妹
ヲ
娶
ル
。
而
シ
テ
長
政
朝
倉
義
景
等
ト
結
ヒ
テ
兵
ヲ
信
長

ト
交
ヘ
連
年
対
抗
シ
テ
下
ラ
ス
。
天
正
元
年
信
長
義
景
ヲ
滅
シ
兵
ヲ
近
江
ニ
還
シ
テ

所
在
ノ
城
砦
ヲ
陥
シ
久
政
ヲ
攻
メ
テ
之
ヲ
殺
ス
。
信
長
更
ニ
小
谷
ヲ
囲
ミ
人
ヲ
シ
テ

謂
ハ
シ
メ
テ
曰
ク
、
卿
ト
予
ハ
親
戚
ノ
好
ア
リ
。
請
フ
城
ヲ
出
ラ
レ
盟
約
シ
、
宜
シ

ク
家
国
ヲ
保
ツ
可
シ
ト
再
三
之
ヲ
諭
ス
。長
政
夫
人
及
三
女
ヲ
送
リ
且
曰
ク
。久（
政
）

無
事
ナ
ラ
ハ
我
亦
諾
セ
ン
ト
。
信
長
隠
シ
テ
其
死
セ
サ
ル
ヲ
告
ク
。
長
政
乃
チ
城
ヲ

出
テ
ゝ
其
詐
ヲ
知
リ
悔
イ
且
怒
リ
テ
自
殺
ス
。
年
僅
ニ
二
十
九

附

大
阪
城
天
守
閣
本
の
長
政
像

本
稿
で
は
Ｂ
７
像
の
裏
書
が
記
さ
れ
た
当
時
、
現
在
は
所
在
不
明
の
長
政
像
５
点

が
存
在
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
Ａ
系
列
像
で
あ
ろ
う
河
毛
内
匠
蔵
本
、

弓
削
市
右
衛
門
蔵
本
、
赤
尾
豊
蔵
本
の
ほ
か
、
Ａ
１
像
の
模
本
で
あ
る
東
京
陸
軍
地

方
幼
年
学
校
本
と
第
二
高
等
学
校
（
東
北
大
学
）
本
で
あ
る
。
加
え
て
、
南
部
晋
氏

が
模
写
し
た
京
都
国
立
博
物
館
本
（
Ａ
系
列
像
）
の
存
在
も
再
認
識
で
き
た
。

他
方
、大
阪
城
天
守
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
『
テ
―
マ
展

武
将
た
ち
の
風
貌
』

（
会
期
：
令
和
四
年
三
月
十
九
日
〜
五
月
八
日
）
の
同
名
図
録
に
示
さ
れ
た
大
阪
城

天
守
閣
本
（
Ｂ
８
像
）（

五
三
）

に
つ
い
て
も
前
稿
の
脱
稿
後
に
新
し
く
存
在
を
知
っ
た

の
で
、
こ
こ
で
少
し
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

Ｂ
８
像
は
Ｂ
１
像
（
持
明
院
本
）
の
模
写
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
襟
の
文
様
な
ど
、

細
部
に
つ
い
て
も
Ｂ
１
像
を
忠
実
に
写
そ
う
と
し
て
い
る
が
、異
な
る
箇
所
も
あ
る
。
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Ｂ
１
像
は
丸
顔
で
肩
は
水
平
だ
が
、
Ｂ
８
像
は
面
長
で
い
か
り
肩
で
あ
り
、
や
や
前

傾
し
た
姿
勢
に
み
え
る
。

最
も
異
な
る
点
は
賛
文
で
あ
る
。
Ｂ
１
像
に
は
南
禅
寺
二
六
五
世
の
錬
甫
宗
純
に

よ
る
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
十
二
月
の
賛
が
あ
り
、そ
の
前
半
は
漢
詩
で
あ
り
、

長
政
を
武
士
と
し
て
、
ま
た
禅
の
修
行
者
と
し
て
七
言
絶
句
で
賛
美
す
る
。
後
半
は

著
賛
の
経
緯
が
記
さ
れ
る（

五
四
）。

そ
れ
に
対
し
て
Ｂ
８
像
の
賛
（
史
料
２
）
は
長
政

の
事
績
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
て
お
り
、
十
六
歳
の
初
陣
（
野
良
田
合
戦
）
か
ら

二
九
歳
で
織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
て
自
殺
す
る
ま
で
を
物
語
風
に
記
し
て
い
る
。
こ

の
賛
は
『
大
日
本
野
史
』（

五
五
）

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｂ
８
像
の
制
作
者
や
制
作
年
代
等
は
わ
か
ら
な
い
が
、
上
述
の
賛
の
成
り
立
ち
か

ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
明
治
三
〇
〜
四
〇
年
代
（
一
九
〇
〇
年
代
頃
）
に
制
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
稿
に
お
い
て
、
Ｂ
系
列
像
は
Ａ
系
列
像
と
は
異
な
り
、

浅
井
氏
旧
領
国
の
近
江
北
郡
で
は
ほ
と
ん
ど
展
開
し
な
か
っ
た
と
し
た（

五
六
）。

こ
の

Ｂ
８
像
も
お
そ
ら
く
滋
賀
県
外
（
近
江
国
外
）
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
き
た
む
ら

よ
し
ひ
ろ
・
滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課

文
化
財
活
用
推
進
・
新
文
化
館
開
設
準
備
室
室
長
補
佐

兼
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
副
参
事
）

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、次
の
方
々
よ
り
ご
教
示
と
ご
配
慮
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

井
上
優
、
香
水
敏
夫
、
佐
々
木
悦
也
、
田
澤
梓
、
西
原
雄
大
、
古
川
史
隆
、
松
下
浩
、

和
澄
浩
介

長
浜
市
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館
、
芳
洲
会
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

註
（
一
）

北
村
圭
弘
「
浅
井
長
政
像
の
成
立
と
展
開
」（『
研
究
紀
要
』
第
三
八
号
、
滋
賀
県
立
琵
琶

湖
文
化
館
、
二
〇
二
二
年
、
一
〜
十
八
頁
）

（
二
）

坂
口
泰
章
「
２
４

浅
井
長
政
像

吐
鳳
筆

一
幅
」（『
浅
井
長
政
四
五
〇
回
忌
特
別
展

浅
井
長
政
と
菩
提
寺
養
源
院
―
浅
井
三
代
の
興
亡
と
江
戸
時
代
に
続
く
浅
井
氏
の
系
譜
』

長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
、
二
四
・
六
八
頁
）

（
三
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
謄
写
本
が
公
開

さ
れ
て
い
る
（【
請
求
記
号
】
２
０
４
１
．
５
１
―
５
）。

（
四
）

前
稿
十
八
頁
下
写
真
５

（
五
）

太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
長
浜
市
長
浜
城
歴
史
博

物
館
、
二
〇
〇
八
年
、
十
六
頁
下

（
六
）

前
稿
に
お
い
て
も
一
部
に
ふ
れ
た
（
前
稿
五
頁
）

（
七
）

坂
口
泰
章
「
２
４

浅
井
長
政
像
」（『
浅
井
長
政
と
菩
提
寺
養
源
院
』
六
八
頁
）

（
八
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
、
東
浅
井
郡
教
育
会
、
一
九
二
七
年
、
九
〇
八
頁

（
九
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
渡
辺
勘
兵
衛
遺
物

之
図
』（【
請
求
記
号
】
模
写
―
波
―
１
９
３
、０
０
０
０
０
０
０
５
）
に
は
「
近
江
国
速

水

旭
山
摸
」
と
あ
り
、
朱
文
方
印
「
南
部
晋
印
」
が
捺
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
『
滋
賀

県
人
物
詳
伝
』（【
請
求
記
号
】
２
０
４
３
―
１
５
１
）
は
南
部
晋
氏
の
著
作
で
あ
り
、「
旭

山
樵
夫
編
纂
」（
イ
メ
―
ジ
０
０
１
０
）、「
速
水

古
巣
園
旭
山

編
纂
」（
イ
メ
―
ジ

０
０
７
０
）、「
旭
山

晋
」（
イ
メ
―
ジ
０
５
２
１
）、「
南
部
旭
山
編
纂
」（
イ
メ
―
ジ

０
５
４
０
）、「
近
江
国
速
水
南
部
晋

編
纂
」（
イ
メ
―
ジ
０
５
８
０
）、「
旭
山
叟
編
纂
」

（
イ
メ
―
ジ
０
７
９
０
）
な
ど
と
あ
る
ほ
か
、
各
所
に
「
晋
曰
」「
旭
山
曰
」
と
し
て
南
部

氏
の
考
証
が
示
さ
れ
る
。

（
十
）
『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
、九
〇
八
〜
九
〇
九
頁

（
十
一
）
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
六
月
に
家
屋
敷
等
の
売
却
を
依
頼
し
た
文
書
が
伝
存
す
る
。

香
水
敏
夫
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
十
二
）
南
部
氏
が
編
著
に
か
か
わ
っ
た
版
本
『
佐
波
加
刀
神
社
事
蹟
考
』（
国
立
国
会
図
書
館
Ｈ
・

Ｐ
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
）
が
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
刊
行
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
早
け
れ
ば
明
治
十
年
代
（
一
八
七
七
〜
一
八
七
六
）
と
い
う
想
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定
も
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
十
三
）
三
省
堂
編
輯
所
（
主
任
斎
藤
精
輔
）『
日
本
百
科
大
辞
典
』
第
一
巻
、
大
日
本
百
科
辞
典

完
成
会
、三
省
堂
書
店
、一
九
〇
八
年
（
国
立
国
会
図
書
館
Ｈ
・
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
て
限
定
公
開
）

（
十
四
）
萩
野
由
之
『
国
史
大
辞
典
』
本
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
〇
八
年

（
十
五
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
五
頁
右

（
十
六
）
前
稿
巻
頭
写
真
３
、十
八
頁
上
写
真
４

（
十
七
）
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に
つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』
九
六
号
、
大

和
文
華
館
、
一
九
九
六
年
、
十
六
頁
右
上
挿
図
１
）

（
十
八
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
九
頁

（
十
九
）『
南
部
家
譜
』
所
収
系
図
に
は
南
部
晋
氏
に
注
記
し
て
「
母
柳
野
弓
削
氏
女
」
と
あ
る
（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
肖
像
画
模
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】

２
０
７
５
―
６
３
３
、
イ
メ
―
ジ
２
０
８
１
）。
弓
削
市
右
衛
門
は
東
柳
野
村
の
人
と
い

う
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
南
部
晋
氏
の
母
の
実
家
の
当
主
か
も
し
れ
な
い
（
後
述
）。

（
二
〇
）
Ａ
８
像
の
付
属
の
覚
書
に
朱
文
丸
印
「
脇
坂
」
が
捺
さ
れ
る
（
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物

館
『
平
成
十
八
年
春
季
特
別
展
柴
田
勝
家
』
二
〇
〇
六
年
、
十
八
、七
六
頁
）。

（
二
一
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
左
上

（
二
二
）
Ｂ
５
像
は
Ｂ
１
像
の
像
主
の
顔
の
向
き
を
か
え
て
模
写
し
、
Ｂ
ａ
像
は
さ
ら
に
そ
れ
を

模
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
前
稿
七
頁
）。
山
根
有
三
氏
は
、
Ｂ
５
像
に
つ
い
て
狩
野

山
楽
が
文
禄
三
年
に
養
源
院
の
障
壁
画
を
制
作
し
た
際
、
淀
殿
か
ら
描
く
よ
う
命
じ
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
（
山
根
有
三
「
養
源
院
蔵

浅
井
氏
関
係
肖
像
画
に

つ
い
て
」（『
大
和
文
華
』
九
六
号
、
十
七
、二
四
頁
）

（
二
三
）『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
、九
〇
八
〜
九
〇
九
頁

（
二
四
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】

２
０
４
１
．
５
１
―
５
。
イ
メ
―
ジ
０
５
２
０
。

（
二
五
）
浅
井
長
政
を
「
養
源
院
殿
」
と
す
る
こ
と
は
、Ａ
８
像
付
属
の
覚
書
の
影
響
で
あ
ろ
う
（
福

井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
『
平
成
十
八
年
春
季
特
別
展
柴
田
勝
家
』
十
八
、七
六
頁
）

（
二
六
）『
南
部
家
譜
』
所
収
系
図
に
よ
る
と
、
南
部
家
は
嵯
峨
天
皇
の
皇
子
源
融
に
は
じ
ま
る
。

渡
辺
綱
は
源
融
の
玄
孫
と
い
う
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
『
南
部
家
譜
』
所
収
系
図
、【
請
求
記
号
】
２
０
７
５
―
６
３
３
、
イ
メ
―
ジ

０
１
６
０
、０
２
６
０
）。
南
部
晋
氏
が
模
写
し
た
渡
辺
勘
兵
衛
源
了
夫
妻
画
像
（
同
所

蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】
模
写
―
波
―
５
８
）
に
も
「
源
綱
苗
裔
」

の
捺
印
が
あ
る
。

（
二
七
）
前
稿
五
頁

（
二
八
）
日
並
彩
乃
「
京
狩
野
の
や
ま
と
絵
に
つ
い
て
」（『
文
化
交
渉
』
第
二
巻
、
関
西
大
学
大
学

院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
、
八
二
頁
）

（
二
九
）
南
部
晋
氏
は
『
滋
賀
県
人
物
詳
伝
』
に
お
い
て
木
村
永
光
を
「
木
村
氏
了
善
ト
号
ス
。

浅
井
家
ノ
臣
ナ
リ
。
画
ヲ
狩
野
元
信
ニ
学
フ
ト
云
（
以
下
、
省
略
）」
と
紹
介
し
、
木
村

光
頼
に
つ
い
て
「
名
ハ
光
頼
、
号
ハ
山
楽
。
幼
名
平
蔵
修
理
ト
称
ス
。
永
光
ノ
子
ナ
リ
。

秀
吉
公
ノ
命
ヲ
以
テ
画
ヲ
狩
野
永
徳
ニ
学
フ
。
後
ハ
父
子
ノ
約
ヲ
ナ
シ
狩
野
氏
ヲ
冒
ス

（
以
下
、
省
略
）」
と
紹
介
す
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】
２
０
４
３
―
１
５
１
。
イ
メ
―
ジ
０
１
０
１
、０
１
１
０
）

（
三
〇
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】
模
写

―
波
―
４
。

（
三
一
）
東
京
国
立
博
物
館
Ｈ
・
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
【
列
品
番
号
】
Ａ
９
２
４
６
。
太
田

浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
三
頁

（
三
二
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
三
頁

（
三
三
）
東
京
国
立
博
物
館
Ｈ
・
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
【
列
品
番
号
】
Ａ
９
４
４
４

（
三
四
）
京
都
国
立
博
物
館
Ｈ
・
Ｐ
館
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
台
帳
番
号
】
Ａ
乙
５
２

（
三
五
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
が
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
か
ら
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
に
か
け
て
、
全
十
二
輯
一
四
四
枚
の
画
像
と
そ
の
解
説
を
記
し
た
『
歴
史

科
教
授
用
参
考
掛
図
解
説
』
を
発
行
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
て
公
開
）。
こ
の
う
ち
、
浅
井
長
政
像
は
高
野
山
持
明
院
本
（
Ｂ
１
像
）
を
元
本
と

し
て
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
発
行
さ
れ
（
同
五
二
頁
）、
第
四
高
等
学
校
等
に
納
入

さ
れ
た
（
金
沢
大
学
資
料
館
Ｈ
・
Ｐ
資
料
ア
―
カ
イ
ブ
の
掛
図
資
料
に
第
四
高
等
学
校

教
育
掛
図
が
あ
る
（【
請
求
番
号
】
は
―
０
２
Ｋ
一
五
〇
三
―
０
４
）。「
第
二
高
等
学
校
」

（
東
北
大
学
）
本
の
第
九
一
二
号
像
（
Ａ
１
・
Ａ
ａ
像
）
の
模
写
は
こ
れ
と
は
明
ら
か
に

別
物
で
あ
る
。
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（
三
六
）「
ア
サ
イ
―
ナ
ガ
マ
サ
」（『
日
本
百
科
大
辞
典
』
第
一
巻
、
八
五
頁
）

（
三
七
）「
ア
サ
井
ナ
ガ
マ
サ
」（『
国
史
大
辞
典
』
本
編
、
二
九
頁
）。
図
１
・
２
は
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
。

（
三
八
）
前
稿
六
頁

（
三
九
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】
模
写

―
波
―
４

（
四
〇
）
東
京
国
立
博
物
館
Ｈ
・
Ｐ
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
公
開
。【
列
品
番
号
】
Ａ

９
４
４
４
。
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
三
頁
）

（
四
一
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
右
上

（
四
二
）
太
田
浩
司
・
森
岡
栄
一
ほ
か
『
戦
国
大
名
浅
井
氏
と
北
近
江
』
十
六
頁
左
上
・
右
下

（
四
三
）
滋
賀
県
公
文
書
館
【
請
求
番
号
】
明
せ
１
０
滋
賀
県
行
政
文
書
『
社
寺
宝
物
目
録
』

（
四
四
）
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
の
寄
託
品
管
理
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
Ａ
１
像
の
表
具
法
量
は

縦
長
一
六
七
・
八
㎝
、
横
幅
五
一
・
四
㎝
（
軸
幅
五
六
・
四
㎝
）
で
あ
る
。
横
幅
の
差
異
は

計
測
誤
差
の
範
囲
内
に
収
ま
る
と
し
て
も
、
縦
長
は
五
㎝
余
り
も
長
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
の
修
理
時
に
上
下
軸
木
を
取
り
換
え
て
い
る
こ
と
、

お
よ
び
寄
託
品
管
理
デ
ー
タ
は
表
具
法
量
に
上
下
軸
木
幅
を
含
め
て
い
る
こ
と
（
下
軸

木
幅
を
含
め
な
い
場
合
は
表
紙
の
縦
長
）
が
原
因
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
五
）『
東
浅
井
郡
志
』
巻
二
。
五
五
〇
頁
の
次
に
差
し
は
さ
ま
れ
た
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
。

な
お
、
Ａ
１
像
の
原
蔵
者
は
徳
勝
寺
で
あ
る
が
、
滋
賀
県
立
産
業
文
化
館
の
展
覧
会
『
湖

北
紹
介
展
』（
会
期
：
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
七
月
二
〇
日
〜
八
月
十
日
）
の
『
湖

北
紹
介
展
出
陳
目
録
』
に
「
二
〇
、浅
井
長
政
像
」
と
あ
る
。
そ
し
て
所
蔵
者
欄
に
は
「
小

谷
村
」
と
あ
り
、
現
在
は
小
谷
城
址
保
勝
会
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
所
蔵
者
変
遷

を
た
ど
っ
た
小
谷
城
絵
図
Ａ
３
（
北
村
圭
弘
「
第
五
章

絵
図
か
ら
見
た
小
谷
城
と
城

下
町
」『
史
跡
小
谷
城
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
長
浜
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
、

一
〇
七
、一
三
九
〜
一
四
〇
）
に
つ
い
て
も
同
目
録
に
「
小
谷
城
阯
古
図
」
と
見
え
、
所

蔵
者
欄
に
「
小
谷
村
」
と
あ
る
。

（
四
六
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】
模
写

　
　
　
　

―
波
―
４
。

（
四
七
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
南
部
家
譜
』
所
収

系
図
（【
請
求
記
号
】
２
０
７
５
―
６
３
３
。
イ
メ
―
ジ
０
２
８
１
）。
な
お
、『
東
浅
井

郡
志
』
巻
三
も
晋
氏
の
父
を
甚
輔
と
す
る
（
九
〇
八
頁
）。

（
四
八
）『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
、九
〇
八
頁

（
四
九
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
南
部
家
譜
』
所
収

系
図
。【
請
求
記
号
】
２
０
７
５
―
６
３
３
。
イ
メ
―
ジ
０
２
８
１

（
五
〇
）『
東
浅
井
郡
志
』
巻
三
、九
〇
八
頁

（
五
一
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
Ｈ
・
Ｐ
同
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
【
請
求
記
号
】

２
０
７
５
―
６
３
３
、
イ
メ
―
ジ
２
０
８
１

（
五
二
）
晋
氏
没
後
、少
な
く
と
も
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）に
は
Ａ
１
像
は
南
部
家
で
は
な
く
、「
南

部
文
庫
蔵
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
か
か
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
（『
東
浅
井

郡
志
』
巻
二
。
五
五
〇
頁
の
次
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）

（
五
三
）
跡
部
信
ほ
か
『
テ
―
マ
展

武
将
た
ち
の
風
貌
』
大
阪
城
天
守
閣
、
二
〇
二
二
年
、

二
九
・
一
七
三
頁

（
五
四
）
前
稿
六
頁

（
五
五
）
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
成
立
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
刊
。
飯
田
忠
彦
「
野
史

巻
一
百
四
十
七

武
臣
列
伝
第
五
十
五

浅
井
亮
政

久
政

長
政
」（『
野
史
』
第
三
巻
、

第
三
版
、
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
、
一
七
七
四
〜
一
七
七
九
頁
）。

た
だ
し
、
直
接
的
に
は
こ
れ
を
参
照
し
た
「
ア
サ
ヰ

ナ
ガ
マ
サ
」（
東
京
経
済
雑
誌

社
『
大
日
本
人
名
辞
書
』
第
六
版
、
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
〇
九
年
、
六
三
頁
）、

さ
ら
に
い
え
ば
当
時
流
布
し
た
『
国
史
大
辞
典
』
本
編
（
二
九
頁
）
や
『
日
本
百
科
大

辞
典
』
第
一
巻
（
八
五
頁
）、
あ
る
い
は
「
浅
井
長
政
」（
市
川
平
太
郎
『
滋
賀
県
東
浅
井

郡
誌
』
所
収
「
小
谷
村
誌
」
東
浅
井
郡
私
立
教
育
会
、
一
九
〇
一
年
、
一
五
三
〜

一
五
四
頁
）
の
文
章
を
要
約
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
六
）
前
稿
六
頁
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表１　浅井長政像一覧
分類
番号 素材 彩色

有無 装丁 法量（cm） 制作年代 奉納者
制作依頼者 制作者 捺印 所蔵者 賛 備考 出典縦 横

Ａ１ 絹本 著色 掛軸装 85.6 34.0 天正２年（1574） 徳勝寺源秀か 「洛陽之絵師」
（土佐光吉か）

徳勝寺から、南部甚蔵、南部晋氏、小谷村を
経て小谷城址保勝会蔵
滋賀県立琵琶湖文化館寄託

イ
徳勝寺源秀崇麻香の著賛
昭和53年（1983）修理
滋賀県指定文化財

１
２
３

Ａ２ 絹本 著色 掛軸装 88.4 32.3 江戸時代初期か 福田寺蔵 Ａ１像の現状模写 ４
Ａ３ 紙本 著色 掛軸装 86.1 33.9 明治時代 東京国立博物館 石本秋園 東京国立博物館蔵 イ Ａ２像の現状模写 ５

Ａ４ 絹本 著色 掛軸装 85.7 34.0 平成８年（1996） 滋賀県立
安土城考古博物館

六法美術
富沢千砂子・石戸由香 滋賀県立安土城考古博物館蔵 Ａ１像の復元模写 ６

Ａａ 著色 掛軸装 江戸時代か 徳勝寺から南部晋氏を経て
現蔵者不明 Ａ５･ ６図の元本として存在を推定

Ａ５ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋 徳勝寺蔵 Ａａ像の部分模写
「長浜徳勝寺所蔵天正二年所写之画像」 ７

Ａ６ 紙本 著色 掛軸装 100.5 37.8 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所 東京大学史料編纂所蔵 イ Ａａ像の現状模写 ８
Ａ７ 絹本 著色 掛軸装 79.2 36.5 江戸時代か 井口氏か 理覚院蔵 ９

Ａ８ 絹本 著色 掛軸装 98.3 39.7 江戸時代中期か 脇坂氏か 脇坂氏から草場氏を経て
長浜市長浜城歴史博物館蔵 付属の覚書に朱文丸印「脇坂」 10

Ａｂ 著色 明治時代 南部晋 不明 Ａ９～ 12像の元本として存在を推定

Ａ９ 紙本 著色 掛軸装 52.0 37.6 明治時代
南部晋

「稽古写」
「源晋謹模写」

朱文方印
「南部晋印」
「源綱苗裔」

長浜市個人蔵 習作か（右肩綴孔あり） 11

Ａ10 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋
「稽旧史謹図焉」 徳勝寺蔵 Ａb像の部分模写 12

Ａ11 紙本 著色 冊子 26.7 19.5 明治時代
明治37年５月以前

南部晋
「原像　世伝　木村某筆」
「家伝　土佐光吉筆」

芳洲会蔵
高月観音の里歴史民俗資料館寄託 イ

冊子『江北史料図彙　浅井郡之壱』所収
東京大学史料編纂所に明治37年５月の謄写本あり
Ａb像の部分模写

13
14

Ａ12 紙本 著色 冊子 25.9 18.0 明治時代
南部晋

「家伝　土佐光吉筆」
「源晋」

芳洲会蔵
高月観音の里歴史民俗資料館寄託

冊子『をしへのみちひき』所収
Ａb像の部分模写 15

Ａ 紙本 著色 掛軸装 93.8 33.7 明治時代 南部晋（寄贈者） 南部晋
「江北源晋謹模写」

朱文方印
「南部晋印」 京都国立博物館蔵 イ Ａ１像かＡａ像の模写 16

Ａ 「東京陸軍地方幼年学校」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａ 「第二高等学校」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「浅井郡河毛村河毛内匠」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「伊香郡東柳野村弓削市衛門」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「美濃国安八郡今尾村士族赤尾豊」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ｂ１ 絹本 著色 掛軸装 99.5 43.0 天正17年（1589） 「有人」（淀殿） 土佐系統の画家か 高野山持明院蔵 ロ 南禅寺錬甫宗純の著賛
重要文化財

17
18

Ｂ２ 紙本 著色 掛軸装 118.6 41.8 江戸時代（19世紀か） 浅井氏関係者か 滋賀県立安土城考古博物館蔵 Ｂ１像の現状模写 19
Ｂ３ 紙本 著色 掛軸装 97.8 42.9 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所 東京大学史料編纂所蔵 ロ Ｂ１像の現状模写 20
Ｂ４ 紙本 著色 掛軸装 昭和２年（1927）頃 東京国立博物館 福田久也 東京国立博物館蔵 ロ Ｂ１像の現状模写 21

Ｂ５ 絹本 著色 掛軸装 124.0 62.5 文禄３年（1594）か
元和７年（1621）か

淀殿か
崇源院か 狩野山楽か 養源院蔵 22

Ｂａ 著色 脇坂若狭か 「浅井郡丁野村脇阪大祐所蔵」 Ｂ６像の元図として存在を推定
Ｂ６ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋 徳勝寺蔵 Ｂａ像の部分模写 23

Ｂ７ 紙本 著色 掛軸装 104.7 38.3 江戸時代中期か 脇坂若狭か 吐鳳
「大光寺村専正寺の僧」

脇坂若狭から「柳埜村の雨森官蔵」
南部晋氏を経て財団法人下之郷共済会蔵

裏書に朱文方印「南部晋印」
朱文長方印「南部家蔵」 24

Ｂ８ 紙本 著色 掛軸装 96.0 45.5 明治時代 大阪城天守閣蔵 ハ Ｂ１像の模写 25

Ｃ１ 絹本 著色 掛軸装 119.5 60.1 寛永９年（1632）～
寛永12年（1635） 東福門院

狩野派の絵師か
狩野清真か
伊藤長兵衛か

養源院蔵
26
27
28

出典 １ 滋賀県立安土城考古博物館1996年『平成８年度秋季特別展元亀争乱』P ９
２ 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、P305 ～ 306
３ 滋賀県立琵琶湖文化館1987年『滋賀県指定文化財―美術工芸品―』作品番号23
４ 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P15
５ 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツ【列品番号】Ａ9246
６ 高木叙子1997年 ｢浅井長政像模写事業報告｣『紀要第５号』P24 ～ 26　滋賀県立安土城考古博物館
７ 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
８ 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】模写-波- ４
９��北村圭弘2022年「浅井長政像の成立と展開」（『研究紀要』第38号、滋賀県立琵琶湖文化館、前稿巻頭写真３、P18上写

真４）
10 福井市郷土歴史博物館2006年『平成18年春季特別展柴田勝家』P18、76
11 北村圭弘2022年「浅井長政像の成立と展開」（『研究紀要』第38号、滋賀県立琵琶湖文化館、P18下写真５）
12 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
13 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】2041.61-5
14 本稿P14写真１･P15写真２

15 本稿P16写真３
16 京都国立博物館H.P館蔵品データベース【台帳番号】Ａ乙52
17 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P9､ 146
18 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、P316 ～ 317
19 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P11､ 146
20 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】５模写-呂-81
21 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツ【列品番号】Ａ9706
22 山根有三1996年 ｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図１
23 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
24 長浜市長浜城歴史博物館2022年『浅井長政四五〇回忌特別展　浅井長政と菩提寺養源院』P24、68頁
25 大阪城天守閣2022年『テ―マ展　武将たちの風貌』P29・173頁
26 森岡栄一2008年「コラム浅井長政像」『戦国大名浅井氏と北近江』長浜市長浜城歴史博物館、P13
27 山根有三1996年 ｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図２
28 長浜市長浜城歴史博物館2022年『浅井長政四五〇回忌特別展　浅井長政と菩提寺養源院』P44、73頁
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表１　浅井長政像一覧
分類
番号 素材 彩色

有無 装丁 法量（cm） 制作年代 奉納者
制作依頼者 制作者 捺印 所蔵者 賛 備考 出典縦 横

Ａ１ 絹本 著色 掛軸装 85.6 34.0 天正２年（1574） 徳勝寺源秀か 「洛陽之絵師」
（土佐光吉か）

徳勝寺から、南部甚蔵、南部晋氏、小谷村を
経て小谷城址保勝会蔵
滋賀県立琵琶湖文化館寄託

イ
徳勝寺源秀崇麻香の著賛
昭和53年（1983）修理
滋賀県指定文化財

１
２
３

Ａ２ 絹本 著色 掛軸装 88.4 32.3 江戸時代初期か 福田寺蔵 Ａ１像の現状模写 ４
Ａ３ 紙本 著色 掛軸装 86.1 33.9 明治時代 東京国立博物館 石本秋園 東京国立博物館蔵 イ Ａ２像の現状模写 ５

Ａ４ 絹本 著色 掛軸装 85.7 34.0 平成８年（1996） 滋賀県立
安土城考古博物館

六法美術
富沢千砂子・石戸由香 滋賀県立安土城考古博物館蔵 Ａ１像の復元模写 ６

Ａａ 著色 掛軸装 江戸時代か 徳勝寺から南部晋氏を経て
現蔵者不明 Ａ５･ ６図の元本として存在を推定

Ａ５ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋 徳勝寺蔵 Ａａ像の部分模写
「長浜徳勝寺所蔵天正二年所写之画像」 ７

Ａ６ 紙本 著色 掛軸装 100.5 37.8 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所 東京大学史料編纂所蔵 イ Ａａ像の現状模写 ８
Ａ７ 絹本 著色 掛軸装 79.2 36.5 江戸時代か 井口氏か 理覚院蔵 ９

Ａ８ 絹本 著色 掛軸装 98.3 39.7 江戸時代中期か 脇坂氏か 脇坂氏から草場氏を経て
長浜市長浜城歴史博物館蔵 付属の覚書に朱文丸印「脇坂」 10

Ａｂ 著色 明治時代 南部晋 不明 Ａ９～ 12像の元本として存在を推定

Ａ９ 紙本 著色 掛軸装 52.0 37.6 明治時代
南部晋

「稽古写」
「源晋謹模写」

朱文方印
「南部晋印」
「源綱苗裔」

長浜市個人蔵 習作か（右肩綴孔あり） 11

Ａ10 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋
「稽旧史謹図焉」 徳勝寺蔵 Ａb像の部分模写 12

Ａ11 紙本 著色 冊子 26.7 19.5 明治時代
明治37年５月以前

南部晋
「原像　世伝　木村某筆」
「家伝　土佐光吉筆」

芳洲会蔵
高月観音の里歴史民俗資料館寄託 イ

冊子『江北史料図彙　浅井郡之壱』所収
東京大学史料編纂所に明治37年５月の謄写本あり
Ａb像の部分模写

13
14

Ａ12 紙本 著色 冊子 25.9 18.0 明治時代
南部晋

「家伝　土佐光吉筆」
「源晋」

芳洲会蔵
高月観音の里歴史民俗資料館寄託

冊子『をしへのみちひき』所収
Ａb像の部分模写 15

Ａ 紙本 著色 掛軸装 93.8 33.7 明治時代 南部晋（寄贈者） 南部晋
「江北源晋謹模写」

朱文方印
「南部晋印」 京都国立博物館蔵 イ Ａ１像かＡａ像の模写 16

Ａ 「東京陸軍地方幼年学校」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａ 「第二高等学校」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「浅井郡河毛村河毛内匠」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「伊香郡東柳野村弓削市衛門」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ａヵ 「美濃国安八郡今尾村士族赤尾豊」蔵
現蔵者不明 Ｂ７像の南部晋氏裏書

Ｂ１ 絹本 著色 掛軸装 99.5 43.0 天正17年（1589） 「有人」（淀殿） 土佐系統の画家か 高野山持明院蔵 ロ 南禅寺錬甫宗純の著賛
重要文化財

17
18

Ｂ２ 紙本 著色 掛軸装 118.6 41.8 江戸時代（19世紀か） 浅井氏関係者か 滋賀県立安土城考古博物館蔵 Ｂ１像の現状模写 19
Ｂ３ 紙本 著色 掛軸装 97.8 42.9 不明（明治時代か） 東京大学史料編纂所 東京大学史料編纂所蔵 ロ Ｂ１像の現状模写 20
Ｂ４ 紙本 著色 掛軸装 昭和２年（1927）頃 東京国立博物館 福田久也 東京国立博物館蔵 ロ Ｂ１像の現状模写 21

Ｂ５ 絹本 著色 掛軸装 124.0 62.5 文禄３年（1594）か
元和７年（1621）か

淀殿か
崇源院か 狩野山楽か 養源院蔵 22

Ｂａ 著色 脇坂若狭か 「浅井郡丁野村脇阪大祐所蔵」 Ｂ６像の元図として存在を推定
Ｂ６ 紙本 著色 冊子 26.9 19.5 明治時代 徳勝寺 南部晋 徳勝寺蔵 Ｂａ像の部分模写 23

Ｂ７ 紙本 著色 掛軸装 104.7 38.3 江戸時代中期か 脇坂若狭か 吐鳳
「大光寺村専正寺の僧」

脇坂若狭から「柳埜村の雨森官蔵」
南部晋氏を経て財団法人下之郷共済会蔵

裏書に朱文方印「南部晋印」
朱文長方印「南部家蔵」 24

Ｂ８ 紙本 著色 掛軸装 96.0 45.5 明治時代 大阪城天守閣蔵 ハ Ｂ１像の模写 25

Ｃ１ 絹本 著色 掛軸装 119.5 60.1 寛永９年（1632）～
寛永12年（1635） 東福門院

狩野派の絵師か
狩野清真か
伊藤長兵衛か

養源院蔵
26
27
28

出典 １ 滋賀県立安土城考古博物館1996年『平成８年度秋季特別展元亀争乱』P ９
２ 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、P305 ～ 306
３ 滋賀県立琵琶湖文化館1987年『滋賀県指定文化財―美術工芸品―』作品番号23
４ 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P15
５ 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツ【列品番号】Ａ9246
６ 高木叙子1997年 ｢浅井長政像模写事業報告｣『紀要第５号』P24 ～ 26　滋賀県立安土城考古博物館
７ 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
８ 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】模写-波- ４
９��北村圭弘2022年「浅井長政像の成立と展開」（『研究紀要』第38号、滋賀県立琵琶湖文化館、前稿巻頭写真３、P18上写

真４）
10 福井市郷土歴史博物館2006年『平成18年春季特別展柴田勝家』P18、76
11 北村圭弘2022年「浅井長政像の成立と展開」（『研究紀要』第38号、滋賀県立琵琶湖文化館、P18下写真５）
12 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
13 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】2041.61-5
14 本稿P14写真１･P15写真２

15 本稿P16写真３
16 京都国立博物館H.P館蔵品データベース【台帳番号】Ａ乙52
17 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P9､ 146
18 東京大学史料編纂所1928年『大日本史料』第十編之十七、東京大学出版会、P316 ～ 317
19 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P11､ 146
20 東京大学史料編纂所H.P同所蔵史料目録データベース【請求記号】５模写-呂-81
21 東京国立博物館H.Pデジタルコンテンツ【列品番号】Ａ9706
22 山根有三1996年 ｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図１
23 長浜市長浜城歴史博物館2008年『戦国大名浅井氏と北近江』P16､ 146
24 長浜市長浜城歴史博物館2022年『浅井長政四五〇回忌特別展　浅井長政と菩提寺養源院』P24、68頁
25 大阪城天守閣2022年『テ―マ展　武将たちの風貌』P29・173頁
26 森岡栄一2008年「コラム浅井長政像」『戦国大名浅井氏と北近江』長浜市長浜城歴史博物館、P13
27 山根有三1996年 ｢養源院蔵　浅井氏関係肖像画について｣『大和文華第96号』挿図２
28 長浜市長浜城歴史博物館2022年『浅井長政四五〇回忌特別展　浅井長政と菩提寺養源院』P44、73頁
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